
人
事
異
動

官
庁
報
告

平成™œ年˜™月œ日 木曜日 第�˜Ÿ�号官 報
質
問
主
意
書
提
出

十
二
月
三
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。原

子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係

る
審
査
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
藤
末
健
三
提
出
）

（
第
八
一
号
）

答
弁
書
受
領

十
二
月
三
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
藤
末
健
三
提
出
二
〇
一
三
年
度
に
お
け
る

経
常
収
支
赤
字
化
の
可
能
性
と
財
政
へ
の
影
響
に
関
す

る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
六
八
号
）

報
告
書
提
出

十
二
月
三
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
生
じ
た
原
子
力
損
害
に
係
る
早
期
か
つ
確
実
な
賠
償

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
原
子
力
損
害
に
係

る
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

案
（
衆
第
二
三
号
）
審
査
報
告
書

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
参
第
九
号
）
審
査
報
告
書

が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案（
参
第
一
一
号
）

審
査
報
告
書

強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防

災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強

化
基
本
法
案
（
第
百

八
十
三
回
国
会
衆
第
一
八
号
）
審
査
報
告
書

消
費
者
の
財
産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
民

事
の
裁
判
手
続
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
第
百
八
十

三
回
国
会
閣
法
第
六
〇
号
）
審
査
報
告
書

産
業
競
争
力
強
化
法
案
（
閣
法
第
三
号
）
審
査
報
告
書

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
〇
号
）

審
査
報
告
書

戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
参
第
六
号
）
審

査
報
告
書

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
共
和
国
と
の
間

の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条

第
六
号
）
審
査
報
告
書

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
の

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第

七
号
）
審
査
報
告
書

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
八
号
）
審
査
報
告
書

報
告
書
受
領

十
二
月
三
日
内
閣
か
ら
、
財
政
法
第
四
十
六
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
平
成
二
十
五
年
度
第
二
・
四
半
期
に
お
け

る
予
算
使
用
の
状
況
の
報
告
を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
財
政
法
第
四
十
六
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
平
成
二
十
五
年
度
第
二
・
四
半
期
に
お
け

る
国
庫
の
状
況
の
報
告
を
受
領
し
た
。

内

閣

（
東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
・
東
京
地

方
裁
判
所
判
事
補
）
簡
易
裁
判
所

判
事
兼
判
事
補

鷹
野

旭

（
大
阪
簡
易
裁
判
所
判
事
・
大
阪
地

方
裁
判
所
判
事
補
）
同

山
口

敦
士

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
に
任
命
す
る
（
各
通
）（
十
二
月

二
日
）

内

閣

府

宮
内
庁
次
長

山
本
信
一
郎

宮
内
庁
長
官
風
岡
典
之
海
外
出
張
不
在
中
宮
内
庁
長
官
事

務
代
理
を
命
ず
る
（
十
一
月
三
十
日
）

園
田

一
裕

警
察
共
済
組
合
監
事
に
任
命
す
る

笠
原

孝
志

願
に
依
り
警
察
共
済
組
合
監
事
を
免
ず
る
（
以
上
十
二
月

一
日
）

復

興

庁

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
技
官

尾
澤

卓
思

復
興
事
務
官
（
統
括
官
付
参
事
官
）
の
併
任
を
解
除
す
る

（
十
二
月
一
日
）

総

務

省

荒
川

薫

小
野

武
美

中
山

隆
夫

平
沢

郁
子

山
本

和
彦

電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
（
各
通
）

（
十
二
月
三
日
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
重
県
ガ
ラ
ス
・
同
製
品
製
造

業
最
低
賃
金
（
平
成
2
3年
三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月
５
日三
重
労
働
局
長
畑
中
啓
良

第
４
号
中
「
１
時
間
7
8
8円
」
を
「
１
時
間
8
0
0円
」
に

改
め
る
。

三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
重
県
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
製
造

業
最
低
賃
金
（
平
成
2
3年
三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月
５
日三
重
労
働
局
長
畑
中
啓
良

第
４
号
中
「
１
時
間
8
0
8円
」
を
「
１
時
間
8
2
0円
」
に

改
め
る
。

三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
重
県
洋
食
器
・
刃
物
・
手
道

具
・
金
物
類
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
4年
三
重
労
働
局

最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月
５
日三
重
労
働
局
長
畑
中
啓
良

第
４
号
中
「
１
時
間
8
0
5円
」
を
「
１
時
間
8
1
6円
」
に

改
め
る
。

長
崎
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
長
崎
県
は
ん
用
機
械
器
具
、
生

産
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
長
崎
労
働

局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月
５
日長
崎
労
働
局
長
小
鹿
昌
也

第
４
号
中
「
１
時
間
7
7
9円
」
を
「
１
時
間
7
8
8円
」
に

改
め
る
。

三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
重
県
建
設
機
械
・
鉱
山
機
械

製
造
業
、
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製
造
・
修

理
業
，
舶
用
機
関
製
造
業
、
産
業
用
運
搬
車
両
・
同
部
分

品
・
附
属
品
製
造
業
、
そ
の
他
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月
５
日三
重
労
働
局
長
畑
中
啓
良

第
４
号
中
「
１
時
間
8
2
9円
」
を
「
１
時
間
8
4
1円
」
に

改
め
る
。

三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
５
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
重
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
三
重
労
働
局
最
低
賃
金
公

示
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し

た
の
で
、同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
2
月
５
日三
重
労
働
局
長
畑
中
啓
良

第
４
号
中
「
１
時
間
7
9
3円
」
を
「
１
時
間
8
0
5円
」
に

改
め
る
。

会
計
検
査
院

検
査
官

柳

麻
理

(

小
林

麻
理)

会
計
検
査
院
長
河
戸
光
彦
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
日
任

期
満
了
に
よ
り
退
官
の
た
め
、
会
計
検
査
院
法
施
行
規
則

第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
計
検
査
院
長
の
職
務
を
代

行
す
る
（
十
二
月
四
日
）
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